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1.研究背景と目的 都市化の進行は、ヒートアイランド現象などの環境問題を深刻化させる。そのため、都市化と両立

する環境改善技術の一つとして、都市緑化が提案されている。しかし、壁面緑化に関して実際の効果を明確にした報告

は少ないのが現状である。そこで、壁面緑化による温熱環境緩和効果を定量的に評価することを本実験の目的とした。 
2.実験概要 緑化試験体を図1に示す。実験は南向きの壁面(白色塗料)で行い、7/28、
8/2、6、10、11 日を解析の対象とした。放射環境緩和効果を目的としたﾊﾟﾈﾙには、

ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽとｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷの 2 種類を使用した。なお、長短波放射計はﾊﾟﾈﾙの緑被面か

ら 0.5m の位置にﾊﾟﾈﾙと平行に設置した。一方、蒸散による温熱環境緩和効果を目

的としたﾌﾟﾗﾝﾀには、ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽとﾍﾃﾞﾗｶﾅﾘｴﾝｼｽの 2 種類を使用し、植物 1 種類につ

き 3 個のﾌﾟﾗﾝﾀと、緑化ﾌﾟﾗﾝﾀの土壌面蒸発量を評価するためにﾀﾞﾐｰ（葉形を似せた

プラスチック製）ﾌﾟﾗﾝﾀ 1 個を設置した。このﾀﾞﾐｰの値を用いて、土壌面蒸発を除

いた植物からの蒸散量のみを評価する。なお、ﾌﾟﾗﾝﾀの重量計測は手動で電子天秤

へ運ぶことで行った。緑化ﾊﾟﾈﾙには、毎朝 6 時頃に自動灌水装置で十分な量の水を

加え、緑化ﾌﾟﾗﾝﾀには測定前日の 20 時頃に飽和状態になるまで水を加えている。 
3.放射実験 ｺﾝｸﾘｰﾄ壁（白色塗装）と緑化ﾊﾟﾈﾙを比較すると、ｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷの表面温

度で 3℃程度の差があることに対し（図 2）、平均放射温度 MRT（日射を含む）で

は最大 10℃程度の差がある（図 3）。本実験で得たアルベド（日射反射率、表 1）
から、日射を含む放射環境への影響は表面温度差よりもアルベドの差により決まっ

ていることがわかる。よって、緑化ﾊﾟﾈﾙと白色塗装のｺﾝｸﾘｰﾄとを比較した場合、緑

化ﾊﾟﾈﾙのほうが放射環境は良いといえる。また、植物の種類により表面温度に差異

があり、ｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷのほうが低い値を推移し、MRT でも 2 種類の植物に差が出た。

以上の結果から、ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽに比べｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷの放射環境緩和効果は高いと言える。 
4.蒸散実験 ﾀﾞﾐｰﾌﾟﾗﾝﾀの減少重量が乱れており、そのままの値では緑化ﾌﾟﾗﾝﾀの土

壌面蒸発量として使用することができなかった。そのため、環境条件から予想され

る推定減少重量を、日射量（W/㎡）･風速（m/s）･飽差（mb）を説明変数とした

重回帰式により算出し、その値を緑化ﾌﾟﾗﾝﾀからの土壌面蒸発量として使用した（図

4）。その結果算出した蒸散による潜熱 fluxは、ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽで正味放射量の20%程度、

ｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷでは 40%程度を消費しており（図 5）、蒸散による潜熱 flux はﾍﾃﾞﾗｶﾅﾘｴﾝ

ｼｽがﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽのほぼ倍になることがわかった。 
5.まとめ 今回の実験により、夏

期における 2 種類の緑化ﾌﾟﾗﾝﾀか

らの蒸散に伴う潜熱 flux の大き

さ、および南側壁面（白色塗料）

を緑化するという条件下におけ

る 2 種類の緑化ﾊﾟﾈﾙからの放射

環境への影響とアルベドを明ら

かにすることができた。 

ｱﾙﾍﾞﾄﾞ

ﾍﾃﾞﾗﾍﾘｯｸｽ 0.28
ｱﾒﾘｶﾂﾙﾏｻｷ 0.26
ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 0.69

表 1 日中平均 試験体のｱﾙﾍﾞﾄﾞ

図 2 試験体と気温との温度差 
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図 3 日射を含むMRTと気温との温度差
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図 1 緑化試験体 

図 4 蒸散量の推定 
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図 5 蒸散による潜熱 flux と正味放射量の関係
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